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柱２

必要な人に届く生涯学習
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柱２ 必要な人に届く生涯学習

■区役所の「生涯学習データバンク」化と効率的・効果的な情報発信

〇「生涯学習情報コーナー」新設、区役所以外の情報も積極的に発信
〇「よどマガ！」で生涯学習ルームの紹介記事を掲載（令和２年２月号）
〇 町会の掲示板への生涯学習情報ポスター等の掲示依頼

生涯学習情報コーナー（区役所4階）

切り絵の展示など、来庁者の関心を引くレイアウトも

町会の掲示板（写真は三国駅近くの商店街）

学校図書館ボランティア講座では、掲示板のチラシを
見て、参加してくれた方もいらっしゃいました
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柱２ 必要な人に届く生涯学習

←コーナー新設に伴うレイアウト変更後、「生涯学習ルーム開講
一覧」（下記）の持ち帰り数が３倍以上に増加
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柱２ 必要な人に届く生涯学習

↑

切り絵の紹介をするなど、「講座一覧」を
手に取ってもらえるようレイアウトを工夫

資料にポップをつけるなど、内容や一押しポイントが
一目でわかるよう工夫
↓
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柱２ 必要な人に届く生涯学習

【 効 果 】
・多彩な生涯学習があることを紹介できるようになった
・これまで情報が届いていなかった人にも情報を得る機会が増えた

↑「よどマガ！」に生涯学習ルーム講座の紹介記事を
載せた直後から、問合せの電話が増加

紙媒体による広報が効果的であるため →
生涯学習関連施設の情報紙「淀mate」 創刊
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柱２ 必要な人に届く生涯学習

■ニーズに沿う体験会や視察の実施と情報発信

〇学校図書館ボランティア講座・・・体験型講座へ（学校図書館の見学や図書の修理など）
〇地域の生涯学習ルーム ・・・講座の魅力を見学・体験レポートとして発信

★学校図書館ボランティア講座の様子
（区外から転入してきたばかりの方
が町会の掲示板で講座のチラシを
見て参加されたケースも）
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柱２ 必要な人に届く生涯学習

■ターゲット層を明確にした戦略的な広報

〇広報力アップ講座 ・・・

【 効 果 】
・実践的なワークショップ形式としたことで、参加者の満足度も高かった

柱３ 市民力を育む生涯学習の推進
■生涯学習のスキルアップにつながる機会の提供

にも繋がる取組
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柱２ 必要な人に届く生涯学習

【ご意見をいただきたいこと】

・生涯学習に関心はあるものの、自ら積極的に情報収集するところまでいかない
層に対する効果的な広報はありませんか？

・各種講座やイベント等に関して自所属の団体が欲しい情報はありませんか？
（ターゲット層の再考）
（例）老人クラブ連合会に生涯学習フェスティバルのチラシ等を会員数分送ってほしい など

【 課 題 】

・チラシ等の持ち帰り件数の増加が必ずしも講座やイベントの参加者数の
増加に直結していない

・真に情報を必要としている個人や団体にまだ行き届いていない
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柱３

市民力を育む生涯学習の推進
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柱３ 市民力を育む生涯学習の推進

■集客力のあるイベントも活用した、生涯学習に自然と触れられる機会の創出

・生涯学習の周知チラシを「絵本展 ものがたりのちから」にて配架
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柱３ 市民力を育む生涯学習の推進

■事務負担のさらなる軽減による担い手の確保
・「領収証のとりかたシート」の送付
・「新たにご担当になられた皆さまへ」を配布（学校体育施設開放事業）
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柱３ 市民力を育む生涯学習の推進

【 効 果 】
・生涯学習の情報を効率的に伝えることができる

・生涯学習を少しでも身近に感じてもらうことができる
→ 生涯学習のイベント等の参加者が増えれば、担い手に出会う機会も増える

・担い手の負担軽減と活動環境の改善につながる

【 課 題 】
・チラシの配架等には、イベントや講座の運営者の理解・了解が必須

・担い手不足は長年の懸案事項であり、人材育成を含め中長期的な対策が必要

・公平性や透明性の観点から会計手続き等の事務負担は増大傾向にある中で
更なる負担軽減策を模索していく必要がある。

【 ご意見をいただきたいこと 】
・集客力のあるイベント等を活用した生涯学習紹介の取組に注力していくための
効果的なイベントなどのアイデアはありませんか？

・生涯学習の活動にあたって、区役所にサポートしてほしいことはありますか？
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柱４

「ひと」「まち」「まなび」をつなぐ

多様なネットワークづくり
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柱４ 「ひと」「まち」「まなび」をつなぐ

多様なネットワークづくり

■新たに参入を希望する団体・個人のネットワーク化
〇東淀工業高校に連携に向けて提案
■各種イベント等を活用した人や団体間の交流促進
〇講演会「生涯学習の輪を広げる工夫～地域の人の巻き込み方～」開催
〇交流促進の場を下支えする仕組みを創設（交流会開催費用を負担）

【ご意見をいただきたいこと】
・東淀工業高校との連携を具体化していく中で、ものづくりの技術等、学校や
各団体でそのスキルを活かしたいものはありませんか？

・生涯学習推進会議も代表者同士の交流の場であり、有意義な意見交換の場と
なっていますが、団体同士が積極的に交流できるようになるために区役所に
期待すること等はありませんか？


